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これまでのＩＣＴ分野の標準化に関する考え方

基本的な考え方基本的な考え方

戦略的な標準化活動

国際標準化に関して、産学官が連携して、研究開
発 知財戦略と 体とな た

地域連携の強化 国際標準化人材の育成

我が国出身のＩＴＵの役職者

経営層の意識

経営戦略における国際標
アジア・太平洋地域の
連携強化が必要

発・知財戦略と一体となった
標準化活動に取り組むこと
が必要

は多いが、若手・中堅層の
人材が不足

経営戦略 国際標
準化活動の重要性に関す
る認識が不足

１）我が国として人材育成や地域連携を強化しつつ、標準化活動に戦略的に取り組むことが必要。
２）その中核として全体を統括する組織「ICT標準化・知財センター」が必要。

①ＩＣＴ国際標準化戦略マップの策定 ②ＩＣＴパテントマップの策定 ③ＩＣＴ標準開発プロジェクトの実施

実施方策

①ＩＣＴ国際標準化戦略マップの策定

・産学官による国際標準化に
関する最新情報の集約・共有

・標準化動向を分析、整理

②ＩＣＴパテントマップの策定

・特許ポジションの評価
・未開拓の研究開発分野の発掘
・知財問題への事前対応

③ＩＣＴ標準開発プロジェクトの実施

産学官一体となったプロジェクト
チームによる実証実験の実施、
国際標準化対応

④標準化エキスパート制度の創設

大学、研究機関の標準化エキス
パートを活用した若手人材育成

・アジア内の連携による共同研究
・プロジェクトの展開・提案の促進

⑥アジア・太平洋地域の連携強化 ⑦企業の標準化活動の支援

・標準化会議の旅費の支援
・最新情報の利用

⑤ＩＣＴ国際標準化推進
ガイドラインの策定

・国際標準化の参考事例を紹介
特に企業経営層に対してパ トを活用した若手人材育成 ・プロジェクトの展開・提案の促進

・アジア地域の人材育成
・人材育成策の活用
・プロジェクトの結成

・特に企業経営層に対して、
国際標準化活動を啓発
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（参考）国際標準化に関する重点技術分野

② ＮＧＮ／ＩＰＴＶ技術分野
今後アプリケーションの標準化が本格化していくNGNと、その最大のアプリケーションの一つで
あるIPTVは、今後大きな世界的な市場を形成していくことが期待されるため、近々の実用化に

① 新世代ネットワーク技術分野
フォトニックネットワーク技術などの我が国の強みを生かし、NGNとは概念を別とする
新しいネットワークとして、他国に先駆けて国際標準化に取り組むべき分野

② ＮＧＮ／ＩＰＴＶ技術分野 あるIPTVは、今後大きな世界的な市場を形成していくことが期待されるため、近々の実用化に
向けて国際標準化を強化すべき分野

③ 電波有効利用・電波資源開発技術分野 我が国は世界的にも電波を稠密に利用していることから、将来にわたり無線システムの
高度化を図る上で不可欠であり、世界に先駆けて国際標準化に取り組むべき分野

④ ＩＴＳ技術分野
社会インフラシステムとして大きな市場が期待できるとともに、我が国の自動車産業が
世界展開していることから、これをテコに先導的に国際標準化を推進していくべき分野

⑤ 次世代移動通信技術分野 ますます高速大容量化する移動通信サービス市場は今後も拡大が期待され、これまで培って

⑥ セキュリティ技術分野
ICTサービスの進展に伴い、利用者が安全かつ安心して利用するために、社会的な
必要性がますます高まっており、世界的に国際標準化活動を強化していく分野

⑤ 次世代移動通信技術分野 ますます高速大容量化する移動通信サ ビス市場は今後も拡大が期待され、これまで培って
きた技術・標準化の取り組みをベースに国際標準化を先導していくべき分野

⑦ ＩＣＴ環境技術分野
ICTサービスは、今後、様々な形で地球環境の保護に資することが期待されており、
世界的に競争して国際標準化を進めていく分野

家庭内の認証基盤、外部ネットワークとの接続装置など、ホームネットワーク特有の多数の製品

⑨ 次世代映像・音響技術分野 臨場感あふれる次世代の放送サービスや映像配信サービスを実現する上で不可欠であり、完全
デジタル化の後継市場として、経験を生かしつつ、国際標準化を先導していく分野

⑧ ホームネットワーク技術分野
家庭内の認証基盤、外部ネットワ クとの接続装置など、ホ ムネットワ ク特有の多数の製品
により実現するものであり、我が国の情報家電産業の強みを生かして国際標準化を先導していく
分野

デジタル化の後継市場として、経験を生かし 、国際標準化を先導して く分野

⑩ ユビキタス技術分野
様々なデバイス、ネットワーク機器等によりユビキタスネットワークが構成されることから、標準化
分野が多岐に渡っているが、我が国が中心となり提唱してきた分野であり、一つのサービス市場
を確立していくため、国際標準化を先導していく分野
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